
WR-V 取付説明書
FACE CHANGE KIT フェイスチェンジキット

手順1.　下図を参考に、車両の純正バンパー、フェンダー及びヘッドライト、センサー類を取り外します。（サービスマニュアルに従って取り外してください。） ※取り外した部品、ボルト類は一部再利用します。

図❶

手順2.　下図を参考に、[1]ボンネットカバーを取り付けます。

図❷

取付手順　 取り付け前に必ず別紙注意事項をお読みください
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※左右共通作業

[DG5] “REVERB”

●ヘッドライト

●フロントバンパー

①はじめに[1]ボンネットカバーを車両ボンネットに仮合わせします。
　[3]ボンネットブラケットも仮付けし、両面テープ貼り付け位置と取付位置
　を確認して一旦外し、(ボンネットブラケットも一旦外します)両面テープ
　貼り付け面を清掃脱脂して[18]PACプライマーを塗布して十分に乾燥させます。

②次に各両面テープの剥離紙を2～3cm程剥がして外側に出し、マスキングテープで止めておきます。

③ボンネットカバーを車両ボンネットの仮合わせした位置に載せてからボンネットブラケットを仮締めして、
　両面テープの剥離紙を引き抜いて圧着させます。最後にボンネットブラケットのボルトを本締めしてください。

再利用しません

再利用しません

●フォグランプ
再利用します

●センサー
再利用します

●ナンバープレート
再利用します

●フロントカメラ
再利用します

※フロントバンパーを外す際は樹脂
　フェンダーパーツを一旦外します。

●リテーナー LH/RH
再利用しません

●樹脂サポートパーツ LH/RH
再利用しません

●樹脂パーツ
再利用しません

●インダクションプレート(導風板)
一部カットして再利用します

※作業は２名以上で行うことを推奨します。

[28]極低頭ボルト
　   (M5×10)

[20]クッションテープを
貼り付けます。

差し込んで固定します。

片側2ヶ所ずつ

[3]ボンネットブラケット LH/RH
　LH：C-769
　RH：C-768

車両ボンネットに面当たりさせます。

左右共通
図は左側

カッターで中心に切れ込みを入れて剥がします。

後側から剥がして
外側に出します。

後側から剥がして
外側に出します。

カッターで中心に切れ込みを入れて剥がします。

左右共通作業

※ボンネットカバーを載せる前に車両ボンネットに梱包材の
　ミラーマットを挟んでおくと作業がスムーズになります。

ボンネットカバー

車両ボンネット

ミラーマット

位置決め後、引き抜いて
圧着させます。
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FACE CHANGE KIT フェイスチェンジキット

手順5. 下図を参考に、各ブラケットを車両に組み付けてからヘッドライトASSYを取り付けます。

図❸

手順3. 下図を参考に、手順1.で外したインダクションプレート(導風板)をカットして車両に戻します。
　　　　(図❺参照)

図❺

手順4. 下図を参考に、[14]角目ヘッドライトを[13]ヘッドライトハウジングに取り付け、さらに[4]ヘッドライトブラケットに組み付けます。(以下ヘッドライトASSY)

図❹
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※左右共通作業　図は左側
リブの端末を基準にして点線部をカットします。

クリップ形状のある面を
残してカットします。

底面の角まで残してカットします。

切除範囲

切除範囲

RH側
LH側

[13]ヘッドライトハウジング L/R

[14]角目ヘッドライト

[13]ヘッドライト
　   ハウジング付属の
　   トップリング

[13]ヘッドライト
　   ハウジング
　   付属のネジ

[13]ヘッドライト
　   ハウジング
　   付属のネジ

[15]LEDバルブ
(LEDポジションランプ付)

[13]ヘッドライトハウジング付属の
グロメット差し込みます。

[13]ヘッドライトハウジング
付属の光軸調整ネジ

溝部分 文字の天地の向きに注意

黒線に[26]丸端子(スリーブ)を結線します。

ゴムカバー

ポジションランプハーネス

白線に[27]ギボシ端子 オス(スリーブ)を結線します。

※バルブの差し替えは[26]丸端子と[27]ギボシ端子の結線前に行ってください。

付属のスプリングを
引っ掛けます。

[4]ヘッドライトブラケット LH
光軸調整ネジが車両の内側と上側に
位置するように組み付けます。

ネジ頭とワッシャーの間に
ヘッドライトハウジングの
溝部分を挟みます。

車両上側

車両内側

別売りの[15]LEDバルブをご購入の場合

LEDポジションランプ
ハーネスを通します。

※左右共通作業

※左右共通作業
　図は左側

※最後に仮締めしていたボルトを全て本締めします。

ヘッドライトASSYを取り付けます。

[29]アプセットボルト(M6×20)
：[6]サポートブラケットに仮締めします。

[29]アプセット
　   ボルト(M6×20)

純正ボルト再利用
[7]ライトアンダーブラケット
LH：C-762
RH：C-761

[29]アプセット
　   ボルト(M6×20)

[8]フェンダー
　 ブラケット
LH：C-764
RH：C-763

[5]ライトアッパーブラケット
LH：C-760
RH：C-759

[29]アプセット
　   ボルト(M6×20)
：仮締めします。

LH側にリレー取付部あり

辺の向きを
合わせます。

[6]サポートブラケット
LH：C-766
RH：C-765

150mm 150mm360mm

レインホースメントに[21]エプトシーラーを貼り付けます。

※切り分けて使用します。貼り付け面は清掃脱脂を行ってください。

[29]アプセット
　   ボルト(M6×20)
：仮締めします。

[29]アプセット
　   ボルト(M6×20)
：仮締めします。

カットしたインダクション
プレートを戻します。

：仮締めします。

：仮締めします。

：仮締めします。
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レベリングカプラー

車両純正ヘッド
ライトカプラー

丸端子

(左上図参照)

ヒューズボックス

[36]ウインカー
　   ハーネス RH

[27]ギボシ端子 オス
　    (スリーブ)を結線
　   します。

[16]角型ウインカー

純正フォグ
ランプカプラー

純正フォグランプ

図❻
手順6. 下図を参考に、[34] [35] [36]各ハーネスを取り付けます。

下図を参考に[34]リレーハーネスの運転席側に繋ぐハーネスを助手席側から引き回します。

※ハーネスが弛まない様、[24]結束バンドで任意の場所に固定してください。

：ヘッドライトとポジションランプのアース線(丸端子)を車両フレーム立ち面の純正ボルトに共締めします。

※使用しません。
　防水テープ等を
　巻いて保護して
　ください。

レベリングカプラー
※使用しません。
　防水テープ等を
　巻いて保護して
　ください。

車両純正ヘッド
ライトカプラー

[34]リレーハーネス
　   ：リレーボックス

ポジション
ランプ
ハーネス

ヘッドライトASSY RH ヘッドライトASSY LH純正カメラ

ポジションランプ
ハーネス

[35]コントローラーハーネス
　   ：コントローラーボックス

2極カプラー

4極カプラー

純正カメラカプラー

車両側純正
カメラカプラー

[16]角型ウインカー

手順8.で黒線同士を
接続します。

手順8.で
黒線同士を
接続します。

  :車両フレームに
   共締めします。

この区間を助手席側から
運転席側に引き回します。

丸端子のハーネスを通す
ために切り欠きます。 バッテリー配線図：各ハーネスを繋ぎます。

ナンバープレート下端に付いています。

バッテリー

助手席側：LH

リレーボックス

コントローラーボックス

純正ハーネス用フックに固定します。

運転席側：RH 助手席側：LH

コントローラーボックスに[20]クッション
テープを2枚重ねて貼り付けます。

10mm 5mm 5mm

2枚重ねます。

ハーネスを通します。

車両前方

[9]コントローラー
　 ボックスブラケット

[5]ライトアッパー
ブラケットに固定します。

[29]アプセット
　   ボルト(M6×20)

[29]アプセット
　   ボルト(M6×20)

[5]ライトアッパーブラケット

SM HI LO

手順8.のバンパー取付時
に接続します。

純正フォグ
ランプカプラー

純正フォグランプ

手順8.のバンパー取付時
に接続します。 手順8.のバン

パー取付時に
接続します。

手順8.のバンパー
取付時に接続します。

手順8.のバンパー
取付時に接続します。

[27]ギボシ端子 オス
　    (スリーブ)を結線
　   します。

  :車両フレームに
   共締めします。

作業時はマイナス端子
を外してください。
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手順7. 下図を参考に、車両に[2]バンパーに各パーツを取り付けます。

図❼
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[2]フロントバンパーの両サイドに[21]エプトシー
ラーを貼り付けます。
※貼り付け面は清掃脱脂してください。

[21]エプトシーラーを
カットして貼り付けます。

160mm

バンパー外側意匠面

※左右共通作業　図は左側

※左右共通作業　図は左側
※左右共通作業　図は右側

※左右共通作業　図は右側

車両前方

[31]スピードナット(M6)を
差し込みます。

[31]スピードナット(M6)を
差し込みます。

[21]エプトシーラーを
貼り付けます。
左側参照

：[23]小フックを貼り付けてハーネスを固定します。
※貼り付け面は清掃脱脂して[18]PACプライマーを塗布
　してください。

：ウインカー取り付け ：フォグランプ取り付け

：ナンバープレートの移設 カメラ付きの場合、一緒に
移設してください。

[10]ウインカーブラケットに[22]両面テープを貼り付け、
[16]角型ウインカーを固定して[2]バンパーに貼り付けます。

[2]バンパー裏の取付面に[32]スピードナット(M5)を差し込み、
純正フォグランプを移設します。

純正センサーを[12]センサーブラケット下側 LH/RHに取り付け後、
バンパーの貼り付けます。

純正センサー下側 LH/RH

ウインカー付属ネジ

[22]両面テープを
貼り付けます。
※貼り付け面は清掃脱脂
　して[18]PACプライマー
　を塗布してください。

DAMDの文字が車両外側になるよう取り付けます。

バンパー面に両面テープをしっかりと圧着させてください。

[10]ウインカーブラケット

[16]角型ウインカー
[32]スピード
　   ナット(M5)

[30]アプセット
　   ボルト(M5×15)

純正フォグランプ
向きに注意してください。

上側

下側 フォグランプ非装着車の場合は
[17]フォグランプカバーを取り
付けます。

[12]センサーブラケット
　    下側 LH/RH
 LH：C-775/RH：C-774

爪をブラケットの角穴に
はめ込みながら耳形状を
閉じます。

耳形状を拡げます。

[12]センサーブラケットに
[22]両面テープを貼り付け
ます。

[19]センサーシールを
貼り付けます。

※貼り付け面は清掃脱脂
　して[18]PACプライマー
　を塗布してください。

※[18]PACプライマー
　は塗布しません。

※向きに注意

純正センサーを[11]センサーブラケット上側 LH/RHに取り付け後、
バンパーに貼り付けます。

純正センサー上側 LH/RH

[11]センサーブラケット
　    上側 LH/RH
 LH：C-773/RH：C-772

爪をブラケットの角穴に
はめ込みながら耳形状を
閉じます。

耳形状を拡げます。

[11]センサーブラケットに
[22]両面テープを貼り付けます。
※貼り付け面は清掃脱脂
　して[18]PACプライマー
　を塗布してください。

※貼り付け面は清掃脱脂
　して[18]PACプライマー
　を塗布してください。

フロントバンパーの穴に
合わせてブラケットを
貼り付けます。

※向きに注意

純正スピードナットを移設します。

ナンバープレート台座を
移設します。

カメラハーネスを表面から
見えない様、[23]小フック
で固定してください。

カメラハーネスをバンパーの
切り欠きに差し込みます。

フロントカメラ

バンパー裏面

純正ナンバープレート台座

フロントカメラ

純正ボルトを使用してナンバー
プレートを移設します。

[2]フロントバンパー

※貼り付け面は清掃脱脂
　して[18]PACプライマー
　を塗布してください。

フロントバンパーの穴に
合わせてブラケットを
貼り付けます。

上側
短い

下側
長い

長い方を車両
下側にします。

上側

外側
内側

下側

LH：C-771
RH：C-770
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手順8. 下図を参考に、フロントバンパーを車両に取り付けます。

図❽

株式会社ダムド
〒242-0001 神奈川県大和市下鶴間45-1
TEL.046-271-5599  FAX.046-272-2266
http://www.damd.co.jp

DAMD Inc.

[29]アプセット
　   ボルト(M6×20)[29]アプセット

　   ボルト(M6×20)
純正クリップを再利用します。

純正クリップ

純正クリップ 純正クリップ純正スクリュー

純正スクリュー

※貼り付け面は清掃脱脂して
　[18]PACプライマーを塗布
　してください。

 牽引フックカバーを取り付けます。

 [25]面ファスナーを2枚重ねて
先にバンパーに貼り付けてから
牽引フックカバーを貼り付けます。

牽引フックカバー

 バンパーを取り付けた後、純正
フェンダーパネルをはめ込みます。

 バンパー側面の溝(太字点線部)を純正フェンダー内側に差し込みます。

 バンパー取り付け時に各カプラーを接続します。(図❻配線図参照)

 ※バンパーを車両に仮付けした際、フェンダーと面差が生じる場合は
　[33]平ワッシャー(M6)の必要枚数をバンパー裏パーツの[31]スピード
　ナット(M6)に市販の接着剤を使用して貼り付けて調整します。

[29]アプセット
　   ボルト(M6×20)

[2]フロントバンパー純正フェンダー内面
車両前方

面差を調整します。

接着します。

［断面図］

［断面図］

[2]フロントバンパー
裏パーツ

[33]平ワッシャー(M6)

[31]スピードナット(M6)

[21]エプトシーラー

[21]エプトシーラー

純正フェンダー

[2]フロントバンパー

※傷付かないよう養生を
　してください。

純正フェンダー

エプトシーラーがフェンダー
内部の面に接地します。

※傷付かないよう養生を
　してください。

[2]フロントバンパー

面同士を
合わせます。

※左右共通作業

純正クリップ

純正クリップ

※バッテリーの(ー)端子を接続後、ランプ類、センサー、カメラの動作確認を必ず行ってください。

穴位置を合わせます。

[16]角型ウインカー

純正フォグランプ

純正センサー 純正カメラ

黒線同士を
接続します。

各純正ハーネスカプラー RH：ウインカーハーネス
LH：コントローラーハーネス

車両前方
車両前方
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